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絶縁層にイオン液体を用いた電気二重層有機 FET

（EDL-OFET）は、イオン液体 / 有機半導体界面に形成され

る電気二重層により、効率よくキャリアを界面に蓄積・移動

できる（Fig. 1）。これにより、1 V 以下という極めて低い動

作電圧が達成される[1]。EDL-OFET のデバイス性能は、界面

におけるキャリアとイオン液体の相互作用に影響されると

予想できるが、界面が埋もれていることもあり、その影響は

未だに解明されていない。 

本研究では、有機半導体に p 型のルブレン単結晶（Fig. 

2(a)）、イオン液体に EMIM-FSA（Fig. 2(b)）を用いてホール

移動度の経時変化を測定した（Fig. 3(a)）。数十分で、移動度

は急激に低下するが、大きな正のゲート電圧印加により移動

度が劇的に上昇し、一時的に移動度が“回復”した。この興

味深い挙動から、イオン液体 / ルブレン界面でホールがアニ

オンとの相互作用によりトラップされるとする仮説を立て

た。そこで、界面におけるホールとアニオンの層をキャパシ

ターに見立てて解析すると、界面キャパシタンスは移動度が

増加すると同時に増加していた（Fig. 3(b)）。一般的には、

EDL-OFET の移動度とキャパシタンスは反比例の関係にあ

る。この一見矛盾した結果も、ホールがアニオンに直接トラ

ップされるモデルで説明できることが分かった。 
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Fig. 1 Scheme of EDL-OFET. 

EMIM cation

FSAanion

(a)

(b)

 
Fig. 2 Chemical structure of  

(a)rubrene, (b)EMIM-FSA. 

 
Fig. 3 Time course of (a)hole  

mobility, (b)interfacial capacitance 
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